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本研究は近世日本思想史の中核に存在していた荻生徂徠（1666－1728）以後の思想史

の展開を「反徂徠学」の立場から考察することを通して、「反徂徠学」が思想史に与

えた影響を展望するものである。「反徂徠学」は特定の地域で生じた問題ではなく、

江戸、京都、大阪など全国的な現象だった。本研究では、主に京都における「反徂徠

学」の問題を扱った。 京都で「反徂徠学」を最初に主張したのは、宇野明霞(1698‐1

745)と弟の宇野士朗(1701‐1732)の「宇野家」である。「宇野家」は最初に徂徠学を

学んだが、後に「反徂徠学」に転向し、徂徠を批判するようになった。  

本研究を通して「宇野家の反徂徠学」の争点において、以下の点が明らかになったと

思われる。 

まず、最初徂徠学を学んだ「宇野家」が後に、徂徠学を批判し、「反徂徠学」に転向

した理由である。宇野明霞は著書の『論語考』において、「学問の道」は「詩書礼楽

を学び、天下国家を治めることにある」とする。この側面では、徂徠学と同じ立場に

立っていたと言えるだろう。すると宇野明霞が徂徠学を批判したのは、徂徠の経書解

釈の方法である「古文辞学」の問題にある。 宇野明霞は『論語考』で「徂徠は字は知

っていたが、辞は知らなかった」とする。徂徠は「文字」のみに拘って、「文章」の

意味を知らなかったとするのである。これは徂徠の「古文辞学」の在り方についての

批判である。 

そして、宇野明霞は徂徠の人間理解にも問題を感じていた。徂徠は人間の「技」、つ

まり能力に重点をおいて判断した。徂徠は一人の人間が持ている能力を引っ張り出し

て、その長所を生かすことを重んじていた。しかし、宇野明霞は人間を「技」で判断

するのではなくて、人間の「本性」の道徳性を重んじていた。この点は徂徠と全く異

なる人間理解である。 

このような「宇野家」を支えてきたのは、門人である芥川丹邱（1710－1785)、服部

蘇門（1724-1769)、龍草蘆（1714－1792)、大典顕常（1719-1801)、片山北海（1723－

1790)などである。彼らは「宇野家」に従って「反徂徠学」へと転向した。特に 大典



顕常には「宇野家」の著書の刊行を任せられた。彼は朝鮮修文職に任命されるほど、

幕府においても重要な人物であった。 

また「宇野家」に即発された「反徂徠学」は、片山北海によって大阪へ広がってい

た。片山北海は 1764 年、大阪へ移し、「混沌詩社」を結成し、大阪の「反徂徠学」を

活性化していく。つまり京都から始まった「反徂徠学」は京都で終わったのではな

く、大阪の思想史界まで広がり、関西地域の思想形成に大事な役割を果たしたのであ

る。 
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